



　少子高齢化は多くの先進国が直面している課題であるが、わが国の高齢者の割合は 2013（平成 25）年 25.1
で世界最高であり現在も増加している。この状況は現役が高齢者を支えている比率で見ると平成 22 年は 2.8 人
で 1 人だが、平成 65 年になると 1.3 人で 1 人を支えることになり、いわゆる騎馬戦型から肩車型になると推計
されている 1 。人口と人口構造の変化は社会保障の内容に影響を及ぼしているだけでなく生活水準、経済状況、
疾病構造などにも影響を与えている。
　住み慣れた地域で末永く安心して暮らしていきたいと多くの人は願っている。2012（平成 24）年 8 月社会保
障制度改革国民会議が発足し、20 回にわたる審議を得て、平成 25 年 8 月地域支援事業等の報告書 2 が出され、
その環境が整いつつある。その一方で 2010 年、所在不明の高齢者問題が発生し、家族を含めた高齢者に対す
る社会的なつながりの重要性が認識されるようになった。また、1995 年阪神・淡路大震災、2000 年に入って





　戦後、我が国は 1960 年～ 1990 年にかけて核家族世帯が増加してきたが、三世代世帯は一貫して低下し続けた。
年代を追ってみると 1960（昭和 35）年 30.5％から 1989（平成元）年には半分以下の 14.2％、2013（平成 25）年 6.6％
となっている 3 。
　一方年齢別構造はピラミッド型ではなくつぼ型となっており、今後も少子化、高齢化に加え人口減少は進ん
でいくと推計されている。今後、一般世帯の平均世帯人員は 2010（平成 22）年の 2.42 人から 2019（平成 31）
年の 2.20 人まで減少を続ける。2010（平成 22）年から 2035（平成 47）年の間に「単独」世帯は 32.4％から
37.2％「夫婦のみ」は 19.8％から 21.2％「一人親と子」は 8.7％から 11.4％と上昇する。また、世帯主が 65 歳
以上の世帯は 1620 万世帯から 2021 万世帯に、75 歳以上である世帯は 731 万世帯から 1174 万世帯に増加する。
こうした増加に伴い、全世帯主に占める 65 歳以上世帯主の割合は 31.2％から 40.8％に増加し、65 歳以上世帯









Mutual Assistance at Neighborhood Community Association













自治会等が認可地縁団体として法人格を取得する制度が創設され、2013（平成 25）年 4 月 1 日現在までに




































































































上矢岳公民館 92.20㎡ 佐世保市小佐々町 1028 番地 1
矢岳地区集会施設 294.80㎡ 佐世保市小佐々町矢岳 598 番地 1、597 番地 1、597 番地 4
冷水公民館 147.13㎡ 佐世保市小佐々町矢岳 1477 番地 1、1477 番地 3、1480 番地 1
　　　イ　土地
地目 面積 所在地
宅地（矢岳地区集会施設敷地） 81.69㎡ 佐世保市小佐々町矢岳 597 番地 4
原野（矢岳地区集会施設敷地） 2325.00㎡ 佐世保市小佐々町矢岳 598 番地 1
宅地（冷水集会所敷地） 112.00㎡ 佐世保市小佐々町矢岳 1477 番地 1
宅地（冷水集会所敷地） 161.82㎡ 佐世保市小佐々町矢岳 1477 番地 3

































































登録 なし あり（名簿の提出） 構成員数の把握の為に名簿を作成します
会議における
表決権
重要事項 一世帯あたり 1 票 会員 1 人に 1 票 規約の変更や、財産の処分、会の解散など
通常事項 一世帯あたり 1 票 現行どおり 通常の予算・決算、事業計画・報告、役員の選出など
代表者 総会において選出 現行どおり
税金































旧 市 内 457 203 1 204 204 100% 0
吉 井 町 26 4 0 4 4 100% 0
世 知 原 町 24 8 0 8 15 53% 7
宇 久 町 26 5 0 5 6 83% 1
江 迎 町 31 8 0 8 8 100% 0
鹿 町 町 16 3 0 3 3 100% 0
小 佐 々 町 14 3 4 7 13 54% 6
合 併 町 137 31 4 35 49 71% 14
合 計 612 234 5 239 253 94% 14
　矢岳地区は年間行事の一つとして春・秋の勝手神社大祭を行っている（図 5）。しかし、矢岳地区においても
少子化による人口縮小によって、大祭継続の危機に直面している。実は数年前から今後どのように継続してい
くか班長会議の議題として出ていたようである。矢岳地区の班構成は 1 班から 13 班（4・9 班は除く）まで 11













けるか、あるいは年１回にするかというものです。実は 3 ～ 4 年前から議題として上がっていたそうです。今回、


















　従来通り（春・秋　年 2 回）･･･3 名





　以上のアンケート結果を 12 月の班長会議に提出したが、各班の結果もほとんどが年 1 回の実施を希望して
いた。班長会議では、春に 1 回行うことを取りまとめ次回の総会に提案したが諒承が得られ、平成 26 年度か




⑥－ 1　勝手神社正面 ⑥－ 2　勝手神社鳥居
自治会における相互扶助　矢岳地区の活動を通して
—67—
⑥－ 3　お膳の準備 ⑥－ 4　お供物
⑥－ 5　賄の準備 ⑥－ 6　春の大祭お膳
　考察
　矢岳地区の活動について述べてきた。町内会は 1943（昭和 18）年の市制・町村制改正によって法制化され
たが、敗戦後の 1947（昭和 22）年連合国総司令部の指示によって解散を命じられ禁止された（内務省訓令第 4
号及び政令第 15 号）。しかし、地域における生活のために不可欠であることから多くの自治体は様々な工夫を
しながら存続、1952（昭和 27）年、講和条約が発効し政令 15 号が失効したのに伴い、自治会等が復活し再編






されているのか。伊藤（2007）は「第 1 に伝統的な権威、第 2 に行政の権威の間接的借用、第 3 に住民の自発














化や勝手神社の大祭に加え平成 25 年 10 月に防犯用の電灯について今までのものから LED 使用のものに取り
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